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2026年 5月吉日 

 

会員各位 

 

産業学会会長 苑 志佳 

 

第 64回産業学会全国大会のご案内 

 

共通論題テーマ：「経済安全保障下での半導体サプライチェーン再構築」 

 

1990 年代以降、半導体産業はパックス・アメリカーナの下で高度に国際分業化されたグ

ローバル・バリューチェーン（GVC）を形成してきた。しかし 2010 年代以降、米中対立の激

化、さらにロシアによるウクライナ侵攻を契機として、半導体は「産業のコメ」から経済安

全保障、さらには国家安全保障上の戦略物資へと位置づけが転換した。この結果、サプライ

チェーンは効率性重視から安全保障重視へと再設計を迫られている。 

米国は、先端半導体・設計（EDA）・製造装置・ソフトウェアにおける技術覇権を基盤に、

中国への輸出規制と同盟国との連携を通じて、自国および同盟圏中心のサプライチェーン

構築を進めている。中国は、世界最大の半導体市場であると同時に、米国主導の輸出規制に

よって最も直接的な制約を受ける立場にある。インドは、米中デカップリングによるグロー

バル・サプライチェーン再編を、産業構造転換の好機と捉えているといえる。 

半導体産業におけるグローバル・サプライチェーンの再編と米日・中国・インドの三極構

造は、単なる地理的分散ではなく、経済安全保障を内包した地政学/地経学に基づくサプラ

イチェーン再設計の問題である。本論題は、その全体像を俯瞰しつつ、日本企業の現実的な

対応戦略を導く点に学術的・実務的意義を有する。 

 

記 

 

日 時 2026年 6月 13日（土）、14日（日）  

会 場 立正大学 品川キャンパス 

〒141-8602 東京都品川区大崎 4-2-16  

E-mail:0918（at）ris.ac.jp (at)を＠に変更してください。 電話 03-5487-3234（経済学

部 苑） 

 

＊準備の都合上、同封のハガキに必要事項をご記入のうえ、5 月 25 日（月）までに投函し

てください。さらなる連絡事項があれば、上記のメールへご連絡ください。 
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〔学会費納入のお願い〕 

当日、受付にて納入してください。年報は学会費を納入された方にお渡しします。 

学会費は 7,000 円（大学院生は 3,500 円）です。お釣りの無いようにお願いします。 

 

〔懇親会費について〕 

懇親会費は 6,000 円です。出席される方は大会当日に受付にてお支払いください。 

 

〔プログラム〕 

 

第 1日 6月 13日（土） 

 

11:30～12:50 【理事会】会場：4号館 1階 41F教室 

13:10～16:55 【自由論題】（報告 30分、質疑応答 15分）  

会場：4号館 1階 412教室、9号館 9B22 教室、9B23教室 

 

【A-1 会場 4号館 412 教室】  

13：10～15：25（報告 30分、質疑 10分） 

司会：佐伯靖雄（関西大学） 

 

13:10～13:50 第 1報告 

「電動化・自動化時代における日本の自動車部品貿易」 

報告者：藤川昇悟（西南学院大学） 

 

13:55～14:35 第 2報告 

「電動化時代における自動車産業の構造変化と中小企業－自動車部品企業の事業再構築プ

ロセスからの考察－」 

報告者：宇山翠（中央大学）・菊池航（立教大学） 

 

14:45～15:25 第 3報告 

「EUの新産業戦略と欧州自動車産業の課題」 

報告者：細矢浩志（弘前大学） 

 

【A-2 会場 4号館 412 教室】 

15：30～16：10（報告 30分、質疑 10分） 

司会：太田志乃（名城大学） 
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15:30～16:10 第 4報告 

「自動車用タイヤ取引システムの構造的特徴に関する研究」 

報告者：趙 劼珣（関西大学大学院） 

 

【B-1 会場 9号館 9B22 教室】 

13：10～15：25（報告 30分、質疑 10分） 

司会：杉浦勝章（下関市立大学） 

 

13:10～13:50 第 1報告 

「日本のクラフトウィスキー蒸留所における知識コモンズと知識スピルオーバーの制度的

関係」 

報告者：奥山雅之（明治大学） 

 

13:55～14:35 第 2報告 

「日本のクラフトウィスキー産業におけるオーセンティシティとテクノロジー」 

報告者：佐藤秀典（筑波大学）・三富悠紀（明治学院大学）・徐寧教（神奈川大学） 

 

14:45～15:25 第 3報告 

「地域の清酒製造業における創造的適応に関する研究―新潟県内企業の製品を事例として

―」 

報告者：庄司義弘（開志専門職大学）・山崎義広（松山大学） 

 

【B-2 会場 9号館 9B22 教室】 

15：30～16：55（報告 30分、質疑 10分） 

司会：戸田順一郎（西南学院大学） 

 

15:30～16:10 第 4報告 

「デザイン戦略が関与する地域集積の組織メカニズムに関する研究」 

報告者：戚 晏寧（関西大学大学院） 

 

16:15～16:55 第 5報告 

「産業競争力強化と政府の働きかけ－『日本の産業政策』を基軸として－」 

報告者：明石芳彦（大阪商業大学） 

 

【C-1 会場 9号館 9B23 教室】 

13：10～15：25（報告 30分、質疑 10分） 
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司会：肥塚浩（立命館大学） 

 

13:10～13:50 第 1報告 

「台湾のスタートアップ・エコシステムにおける中間組織」 

報告者：小竹暢隆（開志創造大学） 

 

13:55～14:35 第 2報告 

「宇宙戦略基金の波及効果 -宇宙産業のスタートアップ・エコシステム形成に焦点を置い

て-」 

報告者：芦澤美智子（慶應義塾大学）・赤羽淳（中央大学） 

 

14:45～15:25 第 3報告 

「創業家によるエフェクチュエーションとファミリーアントレプレナーシップ」 

報告者：磯部雄司（静岡県立大学大学院） 

 

【C-2 会場 9号館 9B23 教室】 

15：30～16：55（報告 30分、質疑 10分） 

司会：堀井 伸浩（九州大学） 

 

15:30～16:10 第 4報告 

「医薬品業界視点から見た小林製薬による不祥事の問題点」 

報告者：広崎心（東北公益文科大学） 

 

16:15～16:55 第 5報告 

「【再考】土木・建設現場におけるタイミング・コントロール機能」 

報告者：中道一心（同志社大学） 

 

17:10～18:00 会員総会（9号館 9B22 教室） 

18:20～20:20 懇親会 

（「張家」（大崎店）品川区大崎 2-1-1 Think Park Tower 1F；TEL:03-3779-0977） 

 

 

第 2日 6 月 14日（日） 

 

【共通論題】「経済安全保障下での半導体サプライチェーン再構築」  

【会場：9号館 9B21教室】 
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司会者：川端 望（東北大学）、中山 健一郎（札幌大学） 

 

9:45～12:10 趣旨説明及び報告 

 

10：00～10：40 第 1報告 赤羽 淳（中央大学経済学部 教授） 

「日本の経済安全保障と半導体産業復興戦略」 

 

10：40～11：20 第 2報告 丸川知雄（東京大学社会科学研究所 教授） 

「中国の AI 関連産業の発展と AI 用 ICの開発」 

 

11：20～12：10 第 3報告 熊谷章太郎（株式会社日本総合研究所 調査部主任研究員） 

「ASEAN・インドの半導体産業の現在地」 

 

12:20～13:20 昼食（理事会：4号館 1階 41F教室）） 

 

13:20～15:10 討論・ディスカッション  

討論者：肥塚 浩（立命館大学）、近藤 信一（岩手県立大学） 

 

15:10～15:20 会長総評 

 

〔受付について〕 

受付は、両日とも 9号館地下 2階 9B21教室前のラウンジ 

 

〔休憩室について〕 

休憩室は、13 日、4号館 1階 41A教室；14日、9号館地下 2階 9B22 教室をご用意しており

ます。ご利用ください。 

 

〔宿泊について〕 

立正大学品川キャンパスの所在地の「大崎」と「五反田」駅周辺にはホテルが多数あります

が、観光客が多いため、東京 23 区内、周辺都市等を含めてご検討を頂き、宿を確保してい

ただくようお願い致します。 

 

〔昼食について〕 

昼食はご持参いただくか、「大崎」駅もしくは「五反田」駅周辺のレストランをご利用くだ

さい。6 月 14 日（日）に品川キャンパスではオープンキャンパスが行われるため、キャン

パス内は混雑することが予想されます。 
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〔アクセスについて〕 

立正大学品川キャンパスへのアクセスは、下記をご参照ください。 

 

品川キャンパス図 

 


